
同

芳

武

茂

介

鍛
金
部
一
＿
一
年

兼
修
で
き
る
の
は
二
、
三
年
生
の
み
で
、
こ
の
と
き
、
実
技
点
数
が
八
十
点

以
下
だ
っ
た
た
め
不
許
可
と
な
っ
た
者
が
八
名
あ
っ
た
。

「
郡
昭
和
八
竺
耀
工
芸

科
実
技
兼
修
二
関
ス
ル
苫
類
、
版
画
兼
修
、
セ
メ
ソ
ト
美
術
兼
修
二
閃
ス
ル
因

類
嗜
」
に
よ
れ
ば
、

翌
九
年
は
十
三
名
、
十
年
は
十
五
名
、
十

一
年
は
十
三

名
と
兼
修
者
が
多
か
っ
た
が
、
十
二
年
は
八
名
、
十
三
年
と
十
四
年
が
各
四

名
、
十
五
年
が
五
名
、
十
六
年
が
一二名
と
減
っ
て
い
る
。

③

特
待
生
制
度
廃
止

各
年
度
ご
と
に
成
紹
優
等
者
を
選
ん
で

一
年
間
授
業
料
を
免
除
す
る
特
待
生

制
度
は
明
治
二
十
六
年
以
降
毎
年
（
同
一――十
二
年
以
外
）
実
施
さ
れ
、
明
治
か

ら
大
正
中
期
ま
で
は
毎
年
大
体
二
十
名
以
内
、
大
正
中
期
以
降
は
毎
年
二
、

三

十
名
が
選
ば
れ
て
右
の
特
典
を
与
え
ら
れ
た
が
、
和
田
校
長
の
改
革
に
よ
り
こ

の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。

④

水
谷
鉄
也
の
退
官

昭
和
八
年
三
月
――-
+
―
日
、
彫
刻
科
教
授
水
谷
鉄
也
が
退
官
し
た
。
水
谷
に

つ
い
て
は
本
書
第
二
巻
475
頁
に
お
い
て
「
水
谷
鉄
也
の
留
学
」
と
し
て
触
れ
て

お
い
た
が
、
留
学
よ
り
帰
国
後
の
略
歴
を
記
せ
ば
、
大
正
七
年
四
月
教
授
に
昇

格
し
た
彼
は
彫
刻
科
実
習
授
業
を
指
禅
す
る
傍
ら
本
校
の
依
嘱
製
作
（
銅
像
）

を
担
当
し
、
同
十
年
ま
で
は
図
画
師
範
科
の
手
エ
（
塑
造
、
木
彫
）
授
業
を
兼

担
、
同
年
か
ら
彫
刻
科
実
習
担
任
を
免
ぜ
ら
れ
、
工
芸
部
お
よ
び
図
画
師
範
科

高

田

， 
/‘ 
蔵

華
々

し
く
活
躍
し
た
の
と
は

異
な
り
、
非
常
に
地
味
な
制

作
活
動
を
続
け
た
。
そ
の
一
生
涯
に
多
く
の
銅
像
、
建
築
装
飾
、
木
彫
、
花
瓶

等
の
制
作
を
手
が
け
て
い
る

（
「
私
ノ
小
歴
卜
作
品
」
水
谷
鉄
也
。
昭
和
十
四
年
頃
作

成
。
水
谷
茂
氏
提
供
）
。

「
焼
土

T
e
r
r
e
C
u
i
t
e」

水
谷
は
朝
倉
文
夫
、
建
畠

大
夢
、
北
村
西
菫
ら
の
先
姐

で
、
文
展
に
幾
度
か
出
品
し

た
が
、
朝
倉
ら
が
官
展
で

彫
刻
の
基
礎
教
育
に
大
変
尽
力
し
た
。

し
、
そ
の
作
品
の
多
く
は
散
侠
し
、
昭
和
十
八
年
六
月
歿
後
旧
宅
が
空
製
で
焼

失
し
た
た
め
、
遣
品
も
少
な
く
、
今
日
、
そ
の
業
鎖
を
辿
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
参
考
の
た
め
に
本
学
所
蔵
の
水
谷
関
係
資
料
を
こ
こ
に
紹
介
し

て
お
く
。

ま
た
、

し

か

日
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
作
品

ス
ペ
イ
ン
の
舞
子
（
大
正
三
年
、
東
京
大
正
博
煎
会
出
品
）
、

婦
人
頭

（同
、
同
）
、

投
網
の
男
（
同
九
年
）
、
海
老
（
同
十
五
年
）
、
女
の
首
、
う

た
た
ね
女
、
ね
む
り
、
裸
婦
胸
像
。

口
文
書

。
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴
書

。
留
学
関
係
文
書
（
「
翡
噌
晶
咋
鱈
詞
亘
二
関
ス
ル
書
類
嗜
」）

文
部
大
臣
宛
申
報
書
〔
控
〕

て
闘
翡
丑
彗
翫
は
13
報
告
書
、

水谷 鉄也（水谷茂氏提供）

の
彫
刻
授
業
担
任
を
つ
と
め

こ
。

f
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「
彫
塑
ノ
教
授
方
法
」独〕

」

ミ

闘

闘

品

言

肛

申

報

書

、

三
、
亘

闘

声

誌

立

二

恥

申

報

書

四
、
麟
謬
四
十
豆
麟
肛
申
報
書
、

「
5
汀
麟
布
吊
及
メ
ダ
イ
ュ
ノ
研
究

及
其
教
授
方
法
」

五
‘
鍔
戸
蒜
司
閂
申
報
書
、
「
四
乾
竺
口
欧
人
ノ
目
ョ
リ
見
タ
ル
我

国
ノ
彫
刻
二
就
テ
」

六
、

「
彫
塑
製
作
法
及
其
教
育
法
〔
大
正
二
年
八
月
〕
」

七
‘
畔
鱈
一
咋
呈
肛
申
報
書
、

「
大
正
二
年
四
月
廿
九
日
仏
国

。ハ
リ
府

出
発
伊
太
利
二
入
リ
諸
市
ノ
彫
刻
ヲ
研
究
シ
大
正
二
年
六
月
廿
日
。ハ

リ
ニ
箔
ス
其
間
ノ
研
究
事
項
（
及
仏
国
美
術
ト
ノ
比
較
）
」

「
大
正
一
一
年
七
月
ョ
リ
十
月
二
至
ル
旅
行

〔仏
、

八
、
帰
朝
届

右
の
文
部
大
臣
宛
申
報
書
は
全
て
「
文
部
省
外
国
留
学
生
規
程
細
則
（
明
治

三
十
六
年
改
正
）
」
に
則
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
水
谷
の
場
合
の

よ
う
に
そ
れ
が
全
て
現
存
す
る
例
は
診
し
い
。
水
谷
の
み
な
ら
ず
日
本
近
代
彫

刻
史
研
究
の
た
め
に
も
喪
重
な
資
料
と
言
え
る
。
な
お
、
水
谷
と
同
時
期
に
利

学
し
た
小
林
万
吾
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
小
林
が
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
「
伊

太
利
巡
礼
日
記
」
（
控
）
が
残
っ
て
い
る
。

右
の
留
学
関
係
文
書
は
本
書
第
二
巻
刊
行
後
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
第
二
巻
の
記
述
を
補
え
ば
、
水
谷
は
明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
四

月
二
十
七
日
ま
で
パ
リ
で
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
研
究
を
行
い
、
五
月
ア
カ
デ
ミ
ー

・

ジ
ュ
リ
ア
ン
に
入
学
し
て
六
月
三
十
日
ま
で

ベ
ル
シ
ェ
に
就
い
て
彫
塑
を
研

究
。
そ
の
後
は
自
分
の
ア
ト
リ
エ
で
研
修
し
、
大
正

二
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で

イ
タ
リ
ア
を
旅
行
、
七
月
か
ら
十
月
ま
で
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
旅
行
し
て
い

語
る

⑤

高
橋
蕎
庵
の
起
用

昭
和
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
九
月
一二
十
日
ま
で
高
橋
義
雄
（
号
第
庵
）
が

「
エ
芸
史
」
担
任
講
師
を
つ
と
め
た
。
第
庵
は
文
久
元
年
八
月
―
―
十
八
日
生
ま

れ
。
炭
応
義
塾
卒
業
後
時
事
新
報
記
者
と
な
り
、
明
治
二
十
年
渡
米
し
、
翌

二

十
一
年
米
国
ポ
ー
キ
プ
シ
ー

・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
商
業
学
校
を
卒
業
。
そ
の
後
一――

井
銀
行
理
事
、
三
井
呉
服
店
理
事
、

三
井
鉱
山
会
社
理
事
、
王
子
製
紙
会
社
社

長
な
ど
を
歴
任
し
て
明
治
四
十
四
年
実
業
界
か
ら
閉
退
、
専
ら
文
芸
著
作
に
従

事
。
茶
道
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
講
師
受
諾
に
つ
き
四
月
九
日
付
『
東
京

朝
日
新
聞
』
は
肖
像
写
真
入
り
で
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

〔
マ
マ

〕

上
野
美
術
學
校
へ
民
間
の
講
師
、
茶
道
の
大
家
猫
庵
高
橋
義
雄
氏
が
七
日
付

で
講
師
と
決
定
し
た
、
来
る
廿
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
二
時
間
、、つつ

「
茶
氾
か

ら
見
た
エ
悲
史
」
を
諧
義
す
る
氏
は
赤
坂
一
ッ
木
の
自
邸
で
謙
遜
し
な
が
ら

民
間
で
観
た
も
の
、
宜
瞼
し
た
も
の
を
學
生
に
吹
き
込
む
|
ー
と
い
ふ
の

は
和
田
校
長
の
新
ら
し
い
試
み
で
あ
り
門
戸
開
放
の
一意
味
で
も
結
描
と
思
っ

て
引
受
け
た
わ
け
で
す

⑥

石
沢
正
男
の
起
用

石
沢
正
男
は
明
治
三
十
六
年
三
月
――-
+

―
日
に
東
京
に
生
ま
れ
、

水
戸
中

学
、
私
立
日
本
中
学
、
第
一
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
術
史

学
科
に
進
み
、
昭
和
一一一
年
卒
業
。
同
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

る
。
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